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〇
外
務
省
告
示
第
百
九
十
一
号

平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
に
ラ
バ
ト
で
、
円
借
款
の

供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
モ
ロ
ッ
コ
王
国
政
府
と
の

間
の
平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
の
交
換
公
文
に

従
っ
て
国
営
水
道
公
社
（
当
時
）
に
供
与
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
下
水
道
整
備
計
画
の
実
施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借

款
の
支
出
期
間
が
国
営
電
力
・
水
道
公
社
と
独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
平
成
二
十
八
年

五
月
十
九
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口
上
書
の
交
換
が
、

モ
ロ
ッ
コ
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
六
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
外
務
省
告
示
第
百
九
十
二
号

平
成
二
十
五
年
五
月
十
六
日
に
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
で
、
リ

ロ
ン
グ
ウ
ェ
中
等
教
員
養
成
校
建
設
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国

政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
中
等
教
員

養
成
校
建
設
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

十
一
億
千
八
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
六
年
六
月
三
十
日
ま

で
４

署
名
者

日

本

側

寒
川
富
士
夫
在
マ
ラ
ウ
イ
大
使

マ
ラ
ウ
イ
側

ケ
ン
・
リ
ペ
ン
ガ
財
務
大
臣

平
成
二
十
五
年
六
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〔
資

料
〕

閣
議
決
定
等
事
項

J
K

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁平

成
二
十
五
年
度
共
同
研
究
公
募
課
題
関

係

J
K

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

会
社
そ
の
他

L
J

〔
告

示
〕

〇
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
京
都
府
及
び
大
阪
府

に
行
幸
啓
に
な
る
件
（
宮
内
庁
四
）

J

〇
円
借
款
の
支
出
期
間
の
延
長
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
モ
ロ
ッ
コ
王
国
政
府
と
の
間

の
口
上
書
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
一
九
一
）

〇
リ
ロ
ン
グ
ウ
ェ
中
等
教
員
養
成
校
建
設
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡

の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
一
九
二
）

〇
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
王
国
に
お
け
る
「
効
果
的

な
災
害
危
機
管
理
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
強

化
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
の

書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
一
九
三
）

K

〇
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者

の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
計
画
を
定
め
る
件

（
厚
生
労
働
一
九
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
八
〇
九
〜
一
八
三
二
）

L

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
国
土
交
通
五
五
九
〜
五
六
二
）

P

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
一
二
三
）

Q

〇
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
二
に
基
づ
く

指
定
医
療
機
関
に
関
す
る
告
示

（
近
畿
厚
生
局
一
）

Q

〇
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
二
に
基
づ
く

指
定
医
療
機
関
に
関
す
る
告
示

（
九
州
厚
生
局
一
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
一
〇
、
一
一
一
）

〔
国
会
事
項
〕

R

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

環
境
省

最
高
裁
判
所

R

〔
皇
室
事
項
〕

J
I

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

貸
金
業
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
日
本
貸
金
業
協
会
か
ら
の
届
出
に
関
す
る

公
示
に
つ
い
て
（
金
融
庁
）

J
I

登
録
操
縦
免
許
証
更
新
講
習
の
登
録
に
関
す

る
公
示
（
国
土
交
通
省
）

J
J

登
録
操
縦
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習
の
登
録

に
関
す
る
公
示
（
同
）

労

働

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
事
業
主
を
代

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

J
J

〇
宮
内
庁
告
示
第
四
号

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
第
十
一
回
世
界
生
物
学
的
精
神

医
学
会
国
際
会
議
開
会
式
に
御
臨
席
、
併
せ
て
地
方
事
情

を
御
視
察
の
た
め
、
六
月
二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
五
日

ま
で
京
都
府
及
び
大
阪
府
へ
行
幸
啓
に
な
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
四
日宮

内
庁
長
官

風
岡

典
之

˜
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